
行政事例№(２)－１６

【失敗事例】

国民健康保険高齢受給者証に関するシステムのプログラムミスについて

＜プログラムミスによる誤った有効期限を記載した国民健康保険高齢受給者
証の発送＞

平成１９(２００７)年７月

市民生活部　保険年金課

発生までの
経過

➀平成１９(２００７)年７月３１日、被保険者から保険年金課に、７
月２５日に発送した平成１９(２００７)年度分国民健康保険高齢受給
者証の有効期限についての問い合わせがあった。
②調査をしたところ、電算プログラムに誤りがあったため、平成２０
(２００８)年１月１日に７５歳を迎え後期高齢者医療制度に移行する
人の有効期限が本来「平成１９(２００７)年１２月３１日」となるべ
きところ、「平成１９(２００７)年１２月３２日」となっていた。そ
のことに気づかず、そのまま発送していたことが判明した。
③また、平成２０(２００８)年３月１日に７５歳を迎える人の有効期
限についても、「平成２０(２００８)年２月２９日」となるべきとこ
ろ、「平成２０(２００８)年２月２８日」となっており、それをその
まま発送していたことが判明した。

当時の対応
・平成１９(２００７)年８月１日・２日に、誤った受給者証を発送し
た８３人に対し、正式な受給者証を発送した。

・電算システムのプログラムミス、及び発送前の確認が不十分であっ
た。

・受給者証を作成する際は、電算委託業者と連携をとり、プログラム
上のミスがないよう努め、発送前には職員によるチェックも行うよう
徹底する。
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